
酪農畜産課 Facebookのご紹介

New 酪農畜産課Facebookページ
https://www.facebook.com/zennoh.gunma.rakunouchikusan/

渋川家畜市場Facebookページ
https://www.facebook.com/zennoh.gunma.shibukawa/

畜産情報の発信をおこなっています
ぜひ「いいね」をお願いします！

● ＴＡＣ通信

● 青果物の市場概況

● 「群馬県ＪＡ－ＴＡＣパワーアップ大会」

取り組み事例紹介

● 気象情報

● 実証農場情報

● ＪＡみどりの風

今週のメニュー

営農経済トピック

No.617(2020.4.20)

青果物の市場概況

ＴＡＣ通信（560号）

主なお知らせ

【石川県】「事業承継実践塾」の開催（12/26～3/24）

【全農本所】ＪＡ職員のための農業法人支援ハンドブックの紹介

詳細は別途資料をご覧ください

　４月６日 ～ 　４月１１日 　４月１３日 ～ 　４月１８日

高値  安値 高値  安値

ほうれん草 （ 200g） 袋 １４０ ～ ６５　 １４６ ～ ７０　

ふき （ 4kg） ＤＢ １,６２０ ～ ８６４　 １,５１２ ～ ８６４　

山うど （ 2kg） ＤＢ １,５１２ ～ ４３２　 １,５１２ ～ ４３２　

にら （ 100g） 束 ６３ ～ ４９　 ６３ ～ ４９　

きゅうり （ 5kg） ＤＢ ２,１６０ ～ ８６４　 １,９４４ ～ ７５６　

なす （ 400g） 袋 ２２７ ～ １５１　 ２２７ ～ １５１　

トマト （ 4kg） ＤＢ １,８３６ ～ ６４８　 １,５１２ ～ ６４８　

ミニトマト （ 200g） パック １５１ ～ ６５　 １２４ ～ ６５　

いちご （ 300g） パック ３７８ ～ １７３　 ３４６ ～ １７３　

小玉すいか （ 6玉） ＤＢ ５,４００ ～ ３,２４０　 ４,８６０ ～ ２,７００　

品　名

https://www.facebook.com/zennoh.gunma.rakunouchikusan/
https://www.facebook.com/zennoh.gunma.shibukawa/


今号より、「令和元年度 群馬県ＪＡ－ＴＡＣパワーアップ大会」（2020/2/14開催）受賞者の取組事例をご紹介させていただきます。

本日ご紹介するのはＪＡ佐波伊勢崎 営農事業部 営農支援課 ＴＡＣ推進室 江原克法さんの取り組みです。

対象となる担い手に提案するに至った背景

平成29年度に組合員全戸訪問を行い、「経営意向調査」を実施。調査を通じ、

担い手には経営規模の拡大や維持の要望さまざまな意見をいただいた。その中で

１～３の事例に対して支援を行った。

１．いちご農家だった祖父が亡くなり、後を継いだ孫に対する経営支援

２．担い手サポート事業・佐波伊勢崎独自事業生産振興積立金を使用した

ハウスナスへの暖房機およびCO₂発生機の導入

３．販売事業部との連携

１．いちご農家だった祖父が亡くなり、後を継いだ孫に対する経営支援

新規就農者の経営基盤強化に向けて目標年収1,000万円を目指し、補助金等を

受けるため、認定農業者の認定を受けた。また担い手サポートセンターで作成

している簡易的診断表の提案を実施、シミュレーションで自らの目標金額を設

し、高い意識づけを行った。いちご出荷についてはＪＡ直売所への出荷提案を

行い、結果として約100万円の増収に繋がった。今後は県単事業を活用しハウス

を増設、経営規模の拡大に着手する。

「令和元年度 群馬県 ＪＡ－ＴＡＣパワーアップ大会」 取り組み事例紹介

２．担い手サポート事業・佐波伊勢崎独自事業生産振興積立金を使用したハウス

ナスへの暖房機およびCO₂発生機の導入

ハウスナスへのCO₂施用はＪＡとして初の試みであり、導入者に対して導入後の

管理・実績調査を実施。CO₂発生機の購入にあたっては経営試算表を作成、生産者

に経費や金額を提示することで理解を得た。購入時は生産振興積立金を使い、生

産者の負担軽減を図った。結果として約10％の増収に繋がったほか、病害虫の発

生状況や樹勢に明らかな違いが出たことが分かった。

３．販売事業部との連携

令和元年度より販売部分は販売事業部、指導部分は営農事業部と業務が分かれ

ている。トマトセンターの巡回はＴＡＣが担い、巡回状況は会議等で情報を共有

している。販売事業部ではトマトセンター全体の目標数値および個人の目標数値

を示しており、生産診断表およびマトリックス表を生産者に提示してトマトセン

ター内での自分の位置を確認してもらった。その結果、自分の位置（順位）を上

げたいという意識から、生産者の反収増加に向けた意欲が向上した。

詳細は別途資料をご覧ください



気象情報

前橋（標高112m）



気象情報

館林（標高21m）



気象情報

沼田（標高439m）



気象情報

田代（標高1,230m）



実証農場情報

キュウリ・ナスをはじめとした

施設野菜の栽培状況やＧＡＰへ

の取り組みなど、園芸作物生産

実証農場の今をご紹介します。

■促成キュウリ（定植：1/16）「勇翔」「聖真」

■半促成ナス(定植：2/5)

「式部」「黒福」「あのみのり２号」「輝楽」

タキイ種苗試験品種「No.501」「No.559」

■ミニトマト（定植：3/17）※うぃずOne

「アルル」「キリちゃん」「サンオレンジ」

■ハウスエダマメ・トウモロコシ（定植：3/13,18,25）

ＪＡみどりの風

旬のおいしい野菜や果物をご紹

介。新鮮で安心・安全な農産物

を販売するJAの直売所、農家の

奥さま直伝のレシピ等も必見！

群馬テレビで放送中！

■本放送

毎週月曜日 21:00～21:30

■再放送

毎週日曜日 8:00～8:30

営農経済トピックは、各部署等からの情報をまとめ、毎週月曜日に発信しています。
情報内容へのご意見・ご要望をおまちしております。

営農支援部 生産対策課（担当：浅野）ＴＥＬ：０２７－２２０－２０４６

ＪＡの関連組織「エーコープ関東」
に密着！スーパーマーケット「Ａ
コープ」のおすすめ商品や食材宅配
の取り組み、レストラン「焼肉あぐ

り」などをリポートします。

今週の放送予定

第1412回
お客様と生産者の懸け橋に！

放送日：4月20日（月）
再放送日：4月26日（日）

毎年恒例、春の花木流通センターの
特集をお送りする予定です。

来週の放送予定

第1413回
春の花木流通センター

放送日：4月27日（月）
再放送日：5月3日（日）

キュウリ

・日による増減はあるが、収穫量は350kg～400kg/日

ほど。

・圃場衛生の徹底が図られ（特に、下葉の整理）、採

光・風通しがよく、病害虫が減少。

ナス

・収穫量も徐々に増加しているが、今後の遅霜に警戒。

・タキイ試験品種No.559の草勢が弱まり、樹姿がラ

クロに近似している。No/501も生長点付近の状況か

ら、今後草勢低下の懸念あり。

（調査日：４月１６日）

編集後記

コロナが落ち着いたらしたいことよりも、今だからできることを考えています。テイ
クアウトの活用や、家での映画鑑賞、買ったものの読めてなかった本を読む、音楽を
発掘する・・・外に出られなくても、色々な楽しみ方を見つけていきたいですね。

勇翔

No.501


